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校長 藤田博史 

 夏休みが終わり、北海道の短い夏も終わると、菊の花やコスモス、ナナカマドの紅葉を迎える過ごしやす

い季節がすぐそこに来ています。しかし、道内ではこの夏、豪雨による被害にあった地域も多くあり、被害

を受けられた方々には心からお見舞い申し上げます。 

 国外に目を向けると、国と国との紛争がいまだに治まる気配を見せず、それによる世界的な物価への影響

が私たちの生活にも大きな影を落としています。また、日本では国の要人が狙撃される事件が起こるなど、

明るい話題がなかなかない中、三笠市では北海盆踊りが盛大に行われ、地域にとっては明るい話題となりま

した。 

 三笠高校では、まだまだ新型コロナ感染症の第７波の動向も気になるところですが、４月以降日常の教育

活動や部活動も本来の姿を取り戻しつつあります。特に 7月 15日に行われた学校祭では、感染防止対策か

ら3年生の保護者の方々のみの観覧となりましたが、夏の実施は3年ぶりとなり、「学校祭はやっぱり夏だ

なあ」と個人的には感じていました。歌あり踊りあり、楽器演奏あり、舞台劇ありと、一人が何役もこなす

活躍ぶりに驚きと感動の連続でした。ただ、練習も大変だったことでしょう。また、一番印象的だったのは

ステージ上のパフォーマーと、観客席で応援する生徒達が一体となり共に楽しそうに過ごしている姿でした。

見ていて大変楽しいひとときでした。 

 普段の生活では、まだまだ先が見通せない期間が続きそうですが、授業や行事、部活動などで学ぶべきこ

とをしっかり学び、将来の夢に向かって自らを成長させていってほしいと願っています。 

 

 8月17日（水）、1年生を対象とした進路講話を実施しま

した。今回はＳＵＧＡＲ ＭＡＮのオーナーシェフである白木

章公様をお迎えし、ご講話いただきました。1年生の名波虎太

朗さんは「調理師、製菓に関わらず、お客様にもてなす商品を

提供する者として大切なことは何かを学ぶことが出来た。」と

言っていました。講話の後にはグループディスカッションを

行い、有意義な時間を過ごしました。白木様には生徒一人一人

にわかりやすくお話しいただきました。貴重な時間をありが

とうございました。  

白木さんの話を聞く生徒

たち（上） 

ＳＵＧＡＲＭＡＮオーナ

ーシェフの白木様（左） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度「レモンを使ったレシピコンテスト」が行われることになりました。このコンテストは初めての

試みであり、調理部は「レモンを使用したアスリート向け勝負メシ！！」、製菓部は「北海道の素材を活

用したレモンの新洋菓子メニュー」をテーマにこの取り組みが進められていきます。 

 1次審査は11月中旬に行われ、最終審査は12月になる予定です。どんなメニューが開発されるか、

お楽しみに！ 

  

説明を聞く製菓部員たち 

 8月16日（火）Cherieにて 

７月１６・１７・１８日の３日間に渡り、札幌ドームで

ポッカサッポロ様と協力してレモネードスタンドボラン

ティアを実施しました。 

今回の収益は小児がん患者の子どもたちの支援にあて

させていただき、部員達は関心を持って取り組むことが

出来ました。３日間の活動でしたが、部員達は意欲を持

ってやりがいを感じながらこの事業に携わることが出来

ました。  

貴重な経験をさせていただき、本当にありがとうござ

いました。 

 

リボンちゃんと一緒に 

元ファイターズ選手の谷口雄也様と

一緒に「ハイポーズ！」 

説明を受ける部員達の様子 

大人気のファイターズガールにも応援していた

だき、元気をもらいました。 

調理部 
 髙宮 海斗さん 
  レモンのさまざまな加工品を活かし、いろんな
人に食していただけるようなレシピを考案したい
です。頑張りたいと思います。 

 
 千葉 颯人さん
  自分の提案した料理をたくさんの方に食してい
ただけるだけでなく、選手の皆様に元気づけるこ
とが出来るようにレシピを考えたいです。 
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29 
月 

意見体験発表大会 

SC来校日 

30 火 
期末考査① 

  

31 水 
期末考査② 

完全下校１５：０５ 

９／

1 
木 

期末考査③ 

  

3 土 
製菓衛生師国試対策講座 

  

5 月 
ＰＴＡ講演会 

SC来校日 

8 木 
知的財産権セミナー（１・２年） 
 

10 土 
大学入学共通テスト模試 

  

12 月 
進路別講演会 

 

14 水 
完全下校１６：００ 

検便 

15 木 
知的財産権ワークショップ（１・２年） 

  

17 土 
学校説明会 

  

18 日 
スクーリング 

  

19 月 
敬老の日 

  

24 土 
開校記念日 

  

27 火 

授業公開週間（～３０日（金）まで） 

 

 

28 水 
完全下校１６：００ 

  

 
製菓部 

Instagram 

調理部 

Facebook 

次号は９月中旬に発行予定です。 

お楽しみに。 

季節の変わり目となりました。 

体調管理にお気を付け下さい。 

 

  

営業日などのご確認は 

こちらからどうぞ 

 生徒会による朝の「あいさつ運動」 

が夏休み明けから始まりました。 

この取り組みは、ちょっぴり元気の 

ない三笠高校生に「挨拶することで活気を取り戻そ

う！」という生徒会からの発案により実施されまし

た。新型コロナの影響でいろいろなイベントが中止・

延期・縮小となっている中、楽しいと思っていた高

校生活が過ごせないからと言って、何もしないわけ

にはいかない！みんなに少しでも笑顔になってもら

いたい！もっと自分たちの力でみんなに仲良くなっ

てもらいたい！生徒会のそのような願いがこの取り

組みにつながりました。 

 生徒会から全校生徒へと挨拶の輪がどんどん広が

っていきますように！季節は変わって寒さが増して

も、三笠高校で過ごしている時間が生徒の皆さんの

気持ちをほっとさせる時間になりますように！ 

 

              

 

             

  

←あいさつ運動をして

いる生徒会の生徒達。

カメラを向けられて

緊張気味の様子。 

  

 

挨拶は、相手の心を開くきっかけになるだけ

でなく、相手を受け入れ存在を確認し、相手と

の距離を縮めるなど、さまざまな効果があると

言われています。また挨拶する当人の印象を良

くする効果もあるようです。 

笑顔で元気に挨拶出来ることが 

もっと自然にできますように！ 

 


